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は　じ　め　に

岡山県小学校長会　会長　　小　川　泰　永
　岡山県小学校長会の会誌である「きび路」は、遡ること昭和39年
に第１号が創刊され、毎年、歩みを止めることなく歴史を綴ってま
いりました。この度、第61号の発刊を迎える運びとなり、発刊に当
たっては、お忙しい中、多くの方々に寄稿・編集に携わっていただ
き、心から感謝申し上げます。
　令和２年の初頭から約３年に渡って猛威を振るった新型コロナウ

イルス感染症への対応が、今では遠い昔のことのように思えます。
　さて、いつの時代も、山積する教育課題が教育現場には突き付けられます。全国的には、中央
教育審議会特別部会の「審議のまとめ」が出され、「学校における働き方改革の更なる加速化」「学
校の指導・運営体制の充実」「教師の処遇改善」等が議論されることとなり、給特法の改正等が
注視され、教育界の大きな節目の年となることが期待されています。県内に目を向けると、講師
不足を含んだ教職員の人材確保、若手教員の育成等の教員の資質能力の向上、不登校児童数増加
等の生徒指導上の諸問題への対応、一向に進まない働き方改革や、一人一台端末の持ち帰り等を
含むＧＩＧＡスクールの推進等がこれまでも県小学校長会では話題にあがっていました。
　今年度、そういった教育課題を解決するために、県内の校長先生方としっかり「対話」し、そ
の困り感について、互いに「共感」し、一緒に悩み、一緒に考え、次の世代を担うこれからの校
長先生方のために、少しでも改善された県小学校長会にしていけたらと思い、キャッチフレーズ
を「対話と共感」と設定し、取り組んでまいりました。そして、この一年間の県小学校長会の取
組を集約したものが、会誌「きび路」となります。
　「Society5.0」を生き抜く児童を育てようとする我々校長が、学校内外で「あれはできない。こ
れはできない。」と言うわけにはまいりません。いつの時代も、校長としての学校経営力向上は
不可欠であり、校長自身が学び続ける人材であり続けなければなりません。令和６年度山口県で
の中国地区小学校長会教育研究大会山口大会では３名の校長が、津山市での県大会では10名の校
長が提案発表を行い、分科会協議を通じて、学校経営を生かす知見を学び合うことができ、大い
なる成果があったことを実感しています。そして、令和７年度は、中国大会が倉敷市で開催され
る予定となっており、倉敷支部の校長先生方がよりよい校長研修の場となるよう準備を着々と進
め、我々校長会も学び続ける集団としての姿勢を大切にしているところです。
　まだまだ「道半ば」ですが、校長先生方お一人お一人の力の集まりが、未来の岡山の学校を創
造する「礎（いしずえ）」となることを期待しています。
　終わりになりますが、お力添えいただいている校長先生方に改めて感謝申し上げますとともに、
平素から本会に温かいご指導、ご支援を賜っております岡山県教育委員会をはじめ多くの関係の
皆様に心よりお礼を申し上げ、はじめの言葉といたします。
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ご　挨　拶

岡山県教育委員会　教育長　　中　村　正　芳

　岡山県小学校長会会誌「きび路」第61号の発刊を、心からお喜び
申し上げます。
　校長先生方におかれましては、日頃から学校経営の責任者として、
子どもたちの学ぶ力の育成、豊かな心の育成、基本的な生活習慣の
確立などを目指し、本県の小学校教育の充実と発展のためにご尽力
をいただいておりますことに、深く敬意と感謝を申し上げます。
　さて、ご承知のとおり、わが国の人口減少は「深刻」な状況にあ

ります。国が令和6年6月に公表した2023年の人口動態統計では、日本の人口は前年から84万8659
人減と過去最大の減少を記録しました。今後も毎年80 ～ 90万人減少し、2040年代には毎年100万
人程が減少すると予想されております。こうした中にあって、我が国や郷土岡山の将来、我々の
未来を考えるとき、それを託すべき、子どもたちへの教育は極めて重要であります。
　誰一人取り残されてはいけない、すべての子どもたちが、自分の価値を尊重し、その能力を最
大限に伸ばし、主体的に社会の形成に関わり、発展させていく存在になっていかなければなりま
せん。そして、そのために必要な力、資質能力も、社会が変わる中、変わってきております。先
を見通すことが難しい時代にあって、自分の頭で考え、自分の言葉で語り、自分の意志で行動で
きる人材の育成が求められています。
　しかしながら、これまでの「日本型学校教育」では、「みんなで同じことを、同じようにする、
同じようにできる」ことを、過度に要求する面があったため、そのことが、不登校をはじめとす
る新たな教育課題を生み出してきた面があることは否めません。
　そこで、こうした課題に正面から向き合うため、県教育委員会では「学校を誰もが通いたくな
る魅力ある場所にする」という目標を今年度新たに掲げました。簡単な目標ではありませんが、
学校教育に携わる者は皆、真に追い求めなければならない目標であります。
　これは単に不登校対策にとどまらず、子どもが真ん中の学校づくりを進める中で、学ぶ力の育
成や、生徒指導の在り方の見直し、働き方改革などを一体的に推進することを目指すものであり
ます。
　あわせて、学校外にも様々な学びの場を整えることで、「誰一人取り残されない岡山県の教育」
の実現を目指してまいります。
　教育の成果は、子どもの成長であり、そのために子どもたちと日々直接向き合っておられる校
長先生方や教職員、学校の取組がしっかりアップデートされていくことが大切であります。
　県教育委員会では、今求められている、こうした教育改革の目的を丁寧に説明し、現場理解と
伴走により、学校現場が主体性を持って一歩前に進めるよう、一緒になって取り組んでまいりた
いと考えています。
　引き続き、現場主義を徹底し、校長先生方としっかり議論しながら、小学校教育の充実を支援
してまいりたいと存じますので、どうぞよろしくお願い申し上げます。


